平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 3，We’re Talking 6
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

Would you like～?で「～はいかがですか」と人に食べ物や飲み物をていねいにすすめる会話をすることができる。
評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアローグ）】Exerciseのskitとパラレルなタスクを行う。

生徒同士のロール・プレイによるテストを行う。カードを生徒に見せた後に，教師が生徒を観察する。
留意点

テストの際は，生徒がもとの教室に戻って情報交換をすることのないように，人の動きに配慮する（教室１に待機させ，教室２で試験実施後，教室３に移動させる。また，待機中およびテスト終了後に行う課題を与えておく。）ことが必要である。
評価基準：A・B・Cの3段階

①②③それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①言語的正確さ

A：言語的誤りがほとんどない。
B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである。
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的な誤りがいくつかある。

　②a適切な発話（インタビュアー）

　　A：相手の答えに応じて，効果的な応答や反応をしている

　　B：相手の情報を引き出すことができる

　　C：相手の情報を引き出すことができない

　③b適切な発話（インタビュイー）

　　A：相手の質問に対して，十分な情報量をもって答えている

　　B：相手の質問に答えている

　　C：相手の質問に答えていない
評価課題：

	レストランのウェイターとそのお客さんになりきって，カードに書かれた内容を伝えあいなさい。ウェイター役はお客さんに「～はいかがですか？」とていねいにすすめなさい。

ロール・プレイ・カード
（ウェイター）

　注文を終えたお客さんに対し，お飲み物はいかかですか？とていねいにすすめる。


	ロール・プレイ・カード

（お客さん）

　はい→Yes, please. + 好きな飲み物を注文する。

　いいえ→No, thank you.


解答例：


留意点
　基本的には，授業で学習したskitを元にした会話である。したがって，あまり自由度は求められない。ここでの評価対象はWould you like～?の部分なので，それ以外の部分の出来は評価基準に到達できているかどうかの判断には影響を与えない。












Student B: Can I have a hamburger?


Student A: Certainly.  Would you like something to drink? 


Student B: Yes, please.  Can I have                  ? 


           No, thank you








